
長
崎
県
福
江
市
方
言
の
研
究

家
中
（
城
下
町
）

序
福
江
は
、
長
崎
か
ら
酉
へ
百
キ
ロ
の
所
に
位
置
す
る
五
島
列
島
の

中
心
地
で
あ
る
。

ζ

れ
ま
で
、
方
言
研
究
の
本
格
的
対
象
と
な
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
著
者
が
福
江
出
身
と
い
う
乙
と
を
生
か
し
て
、
い

か
な
る
方
言
が
存
在
す
る
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

乙
の
論
文
で
は
、
で
き
る
だ
け
言
語
生
活
の
実
態
を
映
し
出
す
べ

く
、
文
表
現
法
を
中
心
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
態
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
特
徴
的
な
音
韻
や
動
調
な
ど
の
活
用
を
知

る
乙
と
が
不
可
決
で
あ
る
か
ら
、
文
表
現
法
に
登
場
す
る
こ
れ
ら
の

説
明
を
始
め
に
総
括
し
て
お
く
乙
と
に
す
る
。

※
調
査
結
果
は
、
老
年
層
（
八
十
四
l
五
十
六
歳
）
、
若
年
層

（
二
十
二

t
十
五
歳
）
に
分
け
て
ま
と
め
て
い
る
。

第
一
章
音
韻

福
江
方
言
に
み
ら
れ
る
特
殊
な
音
韻
変
化
を
取
り
あ
げ
る
。

①
＼

E
〉
＼
ゴ
＼
・
＼
宝
、
＼

zsx・
ム
ミ
＼
己
、
＼
円
ロ
＼

の
音
が
語
中
語
尾
で
促
音

A
と
な
る
。

方
言

三
十
三
回
生

池
末
寿
美
子

月
＼

2
ぞ
・
町
ト

gmV＼
・
着
る
＼

Eρ
＼
・
取
り
に
行
く

＼

Z
P
2
5＼
 

②
＼

E
X
I＼
何
回
＼
・
＼
ど
＼
－

L
F＼
・
弘
三
＼

E＼
・
＼
ざ
＼
・

＼
が
て
・
益
三
台
↑
＼
が
、
語
中
諮
問
尾
で
援
音
旬
に
変
化
す
る
。

右
・
水
・
耳
詮

2＼
・
泳
ぐ
＼
o
τ
Z＼
・
味
＼
を
＼

遊
ぶ
＼
訟
。
事
＼
・
読
む
＼
』
O

げで

③
＼
金
、
＼
言
＼
・
＼
の
o＼
↓
＼
ぜ
＼

裸
足
＼

t
E
3仲
＼
・
息
子
＼

g
Z拝
。
＼

あ
そ
乙
＼
J
己
g＼
め

し

ま

尚
、
島
は
＼

z
g＼
で
あ
る
が
、
女
島
と
熟
す
る
と
ト
ロ
叩
』
宮
5
＼
 

四
君
ヘ
悶
仲
W

か
ら
、
乙
の
法
則
は
語
中
語
尾
に
限
ら
れ
る
乙
と
が
わ
か
る
。

④

ト

ヨ

＼

↓

h
z弓＼

生
後
れ
＼
U
Z
H
5
0＼
梅

＼

z
z
g＼
う
ま
い
＼

E
E
E＼

J

与
の
間
に
%
が
入
る
。
全
島
で
慣
用
的
に
使
わ
れ
て
い

パ

バ

バ

る

／⑤
連
母
音
が
が
と
な
る
例
が
み
ら
れ
る
。

／
．
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し
か
し
、
若
年
層
に
お



い
て
聞
か
れ
る
乙
と
は
稀
で
、
促
音
・
擬
音
化
が
全
体
に
強
く
残
っ

て
い
る
の
に
比
べ
て
、
今
や
消
え
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

毎
日
必
己
主

E
P＼
帰
る
＼
ど
但

H
P＼

灰
・
蝿
＼
立
主
＼
具
合
＼
尚
三
P
＼

第
二
章

動
詞

動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
活
用

表

カ変サ変 下二段 上一段 五 段

来 為 受出 起見 死蹴漕置書 語
~1 き

る る る る るる ぬるぐくく /JU 

一 。自
（ 

関ー ω ロ ロー ω 同d ~ 0 阿国

語語後 ~ I ~ I M・ (1) 0 語、句』，， 曲
例陥 午ヰキ γヰ幹

~· ~ 

否定。 。 。 (1) 時 同 E白＂＇白白 E白
ン "' 

回

I I 動 ,,.-.., ，，，－...，，由、，園、、~ 連ヨキ詞 ~· ~ ぞ、 ぞb ρ M・ 3ρ＇－＇ 3ρ） ρ ） 
7 ツ 用

（』 フ仁士E， ，....、 f「 f『 (1) E由

：ヨyz 「 ~・』喝． 。
" £) ~· z £) ~· " 

了）））  

I I終
己 ロ ロロ -・ ..... z £) z £) £) 連終カナ止 ま〉 む 。。 ρρ 体止

命 l 。 。 。 て3 ..... ＂＂同， 命仮~·同 同 同 同門 。 (1) " " (1) 
令パ 。 fも (1) 。 。

令定

" ロ ~· h回・ 意
ヤ
ロ ... ロ

・－－

同 同 。。。。。
。 。

志

用活言司動
活
用
の
種
類
は
、

五
段
・
上
一
段
・
下
二
段
・
サ
変
・
ヵ
変
の
五

種類である。活用表から特徴をひろってみると

④文語の下一段・上二段・ナ変・ラ変所属語が五段に統

合している。

＠下二段活用が存在する。

。仮定形と命令形は完全に統合してしまっている。

＠上一段活用は、五段活用にほとんど統合しかかってい

るが、連用形が不完全である。

形容詞・形容動詞

形容詞・形容動調の活用

シ静 ウヌ良 基

カ カ レツ 本
ツ ヒ

形カカ カカカ

後 ωω  ロロ】． 語
語続 r凶• N ~ I I 
例 I ロ~ 

幹

ジl終止 正rコrω S?. ~ 岳 推住
"' ~泊 開園 。2 "' ． ヤ E臼

量産ロ

I I .....宵ー。 』．、 阿国 。 連
シナ 己．．

" " .咽

アツ
，．‘ ’h噂 ..  

用

I C阿国 ~ 」；？.~品 Yヒ士E, 

タ む同 正＂＇） 同＂ .0 .0 了正恒コ

I ~寸~占のH 心~ 。~ 仮
関＂ "' i凶

ノf
同町 ＂＇同同

定。。 円。。

" 
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福
江
方
言
で
は
、
形
容
調
・
形
容
動
詞
と
も
に
終
止
形
が
「
カ
語

尾
」
で
あ
る
。
ニ
っ
と
も
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
活
用
の
よ
う
だ
が
、
た

だ
一
ケ
所
形
容
動
詞
の
連
用
形
に
お
い
て
異
な
る
。
乙
乙
で
は
ん
し

で
終
わ
る
と
い
う
古
い
形
が
自
に
つ
く
が
、
現
在
で
は
老
年
層
に
の
一

み
存
在
す
る
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現
在
の
言
語
生
活
で
は
、
形

容
調
と
形
容
動
詞
は
ほ
と
ん
ど
融
合
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。



第
三
章
文
表
現
法

乙
乙
で
は
、
「
九
州
万
言
の
基
礎
的
研
究
（
九
州
万
言
学
会
）
」

の
調
査
項
目
お
よ
び
設
問
と
、
「
全
国
方
言
辞
典
②
（
平
山
輝
星
編
）
」

の
「
基
礎
語
集
調
査
項
目
助
詞
・
助
動
調
そ
の
他
」
を
も
と
に
、
調

査
を
行
な
っ
た
結
果
か
ら
論
じ
て
い
き
た
い
。
但
し
、
紙
面
の
関
係

か
ら
、
乙
乙
で
は
特
徴
的
な
も
の
だ
け
を
取
り
上
げ
る
乙
と
に
す
る
。

一
節
文
末
部

①
「
ナ
l
」
・
「
ネ
｜
」

o
キ
ョ

l
ァ
、
ァ
ッ
カ
ナ
l
。
（
今
日
は
暑
い
で
す
ね
え
。
）

o
パ
ス
ア
オ
ソ
カ
ネ
l
。
（
パ
ス
は
遅
い
ね
え
。
）

「
ナ
｜
」
と
「
ネ
l
」
は
、
ど
ち
ら
も
詠
嘆
の
意
と
同
時
に
呼
び

か
け
る
相
手
に
同
意
を
求
め
た
言
い
方
で
あ
る
。
但
し
、
「
ナ
l
」

は
目
上
の
人
や
挨
拶
の
時
に
使
用
し
、
「
ネ
l
」
は
向
輩
以
下
に
極

打
ち
解
け
た
気
分
で
言
う
。
つ
ま
り
、
「
ナ
l
」
と
「
ネ
l
」
を
比

べ
る
と
、
「
ナ
l
」
の
方
が
待
遇
敬
意
が
高
い
。

②
「
シ
タ
」

伝
聞
の
意
で
あ
る
。

O

ケ
ガ
ン
ヒ
ド
ヒ
テ
ア
ユ
パ
エ
ン
ト
シ
タ
。

（
怪
我
が
ひ
ど
く
て
、
歩
け
な
い
ん
だ
っ
て
よ
。
）

多
分
に
感
情
が
入
っ
て
お
り
、
「
ー
だ
っ
て
よ
」
の
後
に
、
「
大

変
だ
ね
え
」
と
か
「
す
ご
い
ね
え
」
な
ど
の
感
嘆
し
た
言
葉
を
補
っ

て
考
え
る
と
、
乙
の
「
シ
タ
」
が
理
解
し
や
す
い
。

③
「
ジ
ャ
ン
」

o
コ
ン
モ
ン
、
ダ
イ
ヤ
、
マ
エ
モ
シ
タ
ジ
ャ
ン
。

（
乙
の
問
題
は
、
前
も
し
た
じ
ゃ
な
い
。
）

断
定
や
主
張
す
る
時
に
聞
か
れ
、
相
手
の
同
意
を
求
め
て
い
る
。

男
女
を
問
わ
ず
、
ま
た
若
年
層
で
も
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。

二

節

述

部

①
進
行
態
「
ジ
ョ
ッ
」
と
既
然
態
「
チ
ヨ
ツ
」

進
行
態
は
「
ジ
ヨ
ツ
」
で
表
わ
す
。
乙
れ
は
、
九
州
全
般
で
言
わ

れ
る
「
動
調
連
用
形
＋
ヨ
ル
」
の
転
化
で
あ
ろ
う
。
上
接
の
動
詞
を

促
音
化
さ
せ
な
い
場
合
、
「
ヨ
ッ
」
形
が
聞
か
れ
る
。

O

ア
ガ
ア
ド
ケ
イ
ア
ジ
ヨ
ッ
ト
カ
む
（
君
は
ど
乙
へ
行
っ
て

い
る
の
か
。
）

0
7不
ノ
ミ
ナ
ト
ハ
イ
ツ
テ
キ
ヨ
ッ
ヨ
。
（
舟
が
港
に
入
っ

て
来
て
い
る
よ
。
）

「
ジ
ヨ
ア
」
に
対
し
て
、
「
チ
ヨ
ア
」
と
な
る
の
は
既
然
態
を
表

わ
す
と
き
で
あ
る
。

O

キ
ョ

l
ァ
、
ア
カ
カ
フ
ク
パ
キ
チ
ョ
ッ
。
（
今
日
は
、
赤

い
服
を
看
て
い
る
。
）

乙
れ
は
、
「
し
て
お
る
（
動
詞
連
用
十
助
詞
「
チ
」
一
十
オ
ル
）
」

か
ら
の
転
化
形
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
「
し
て
お
る
」
の
形
は
、
老
年

層
に
お
い
て
「
ア
ラ
、
モ

l

カ
ラ
ァ
オ
ッ
ヨ
。
（
あ
ら
、
も
う
帰

っ
て
い
る
よ
。
）
な
ど
の
よ
う
に
聞
か
れ
る
が
、
現
在
で
は
「
チ
ョ
7

」

が
圧
倒
的
で
あ
る
。

②
惟
量
の
「
ジ
ャ
ロ
・
ヤ
ロ
」

O

ソ
ッ
カ
ツ
ナ
ラ
、
ョ

1

E

ユ
ア
ジ
ャ
ロ
。
（
そ
乙
か
ら
な

ら
、
よ
く
見
え
る
で
し
ょ
う
。
）

O

ア
ッ
モ
、
キ
ヨ
｜
ン
ノ
ヒ
ル
ン
フ
ネ
デ
ナ
ガ
サ
ッ
イ

ッ
ヤ
ロ
。
（
あ
の
人
も
、
今
日
の
昼
の
舟
で
長
崎
へ
行
く
だ
ろ
う
。
）

21-



乙
の
よ
う
に
、
福
江
方
言
で
は
「
ジ
ャ
ロ
、
ヤ
ロ
」
に
よ
っ
て
推

量
を
表
現
す
る
。
「
ジ
ャ
ロ
」
と
「
ヤ
ロ
」
を
比
べ
て
み
る
と
、
「
ジ

ャ
ロ
」
は
全
層
で
、
「
ヤ
ロ
」
は
専
ら
若
年
層
で
聞
か
れ
る
。
つ
ま

り
「
ヤ
ロ
」
の
方
が
、
比
較
的
新
し
い
表
現
と
い
う
乙
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

③
可
能
の
「
ユ
ッ
」
「
ル
ツ
」

福
江
方
言
で
は
、
能
力
可
能
と
状
況
可
能
と
を
き
ち
ん
と
区
別
す

る。
肘
能
力
可
能

。
ア
ガ
l

百
メ
ー
ト
ル
オ
ヨ
ガ
ユ
ッ
カ
。
（
君
は
百
メ
ー
ト

ル
泳
げ
る
か
。
）

能
力
可
能
は
「
ユ
ッ
」
で
表
わ
す
。
し
か
し
、
例
文
を
み
て
も
わ

か
る
よ
う
に
、
連
用
形
に
接
続
す
べ
き
「
ユ
ル
」
が
、
福
江
方
言
で

は
「
オ
ヨ
ガ
」
と
、
否
定
形
に
接
続
し
て
い
る
。
乙
れ
は
、
「
エ
ッ
」

そ
の
も
の
が
「

t
で
き
る
」
と
い
う
意
な
の
で
は
な
く
助
調
「
ワ
」

が
「
ユ
ル
」
の
前
に
つ
い
て
「
動
調
連
用
形
＋
助
詞
『
ワ
』
十
ユ
ル
」

の
形
が
熟
合
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
＼
0
い

otd『
丘
ロ

Z
＼

↓
三

om
と
る
b
福
江
方
言
で
は
、
助
調
「
ヲ
」
は
熟
合
し
や
す

い
性
質
（
※
三
節
主
部
に
て
説
明
）
か
ら
も
想
像
で
き
る
と
思
う
。

従
っ
て
、
そ
の
ま
ま
共
通
語
に
な
お
す
と
、
本
来
「
泳
ぐ
乙
と
が
で

き
る
か
」
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
結
果
と
し
て

「
動
詞
語
幹
＋
『

a』
＋
ユ
ッ
」
で
「
泳
げ
る
か
」
の
如
く
能
力
可

’
能
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

川
状
況
可
能

状
況
可
能
は
「
ル
？
」
を
用
い
る
。

0

コ
ア
ン
ニ
ク
ラ
カ
ト
コ
デ
ジ
ノ
ヨ
マ
ル
7

モ
ン
ヵ
。

ん
な
に
暗
い
所
で
字
が
読
め
る
も
の
か
。
）

④
否
定
の
表
現

乙
乙
で
は
、
習
慣
的
な
言
い
方
の
み
取
り
上
げ
る
。

的
「
ノ
サ
ン
」

O

キ
ョ

l
ア
ア
ツ
シ
テ
ノ
サ
ン
ヨ
。
（
今
日
は
暑
く
て
た
ま

ら
な
い
よ
J

こ
の
よ
う
に
「
耐
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
と
き
の
慣
用
的
表
現
で

あ
る
が
、
若
年
層
で
は
聞
か
れ
な
い
。

帥
「
イ
ナ
カ
ァ
」

「
い
け
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、
全
層
で
盛
ん
に
使
用
主
れ
る
。

福
江
方
言
で
は
、
打
消
は
「

t
ン
」
と
表
わ
す
の
が
普
通
で
あ
る
か

ら
、
「
イ
カ
ン
」
と
な
る
の
が
自
然
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
が
「
イ
ナ

カ
7

」
と
な
っ
た
の
は
、
「
け
」
と
「
な
」
が
入
れ
違
っ
て
、

＼

Z
品
巴
＼
↓
＼
石
長
官
＼
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
（
前

述
の
通
り
、
連
母
音
が
昨
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
）

。
タ
ブ
ッ
マ
エ
、
テ
・
ハ
ア
ラ
ワ
ン
パ
イ
ナ
カ
7

ゾ
。
（
食
べ

る
前
、
手
を
洗
わ
な
い
と
い
け
な
い
ぞ
。
〉

⑤
敬
語
表
現

福
江
で
は
、
敬
語
表
現
は
「
ク
ダ
ハ
レ
」
以
外
み
あ
た
ら
な
い
。

「
ク
ダ
ハ
レ
」
は
例
え
ば
、

O

ス
マ
ン
パ
ッ
テ
、
コ
ン
ホ
ン
パ
カ
ヒ
テ
ク
ダ
ハ
レ
。
（
す
ま

な
い
け
れ
ど
、
乙
の
本
を
貸
し
て
下
8
い。）

の
よ
う
に
盛
ん
に
使
わ
れ
る
。
丁
寧
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
と
、

他
に
敬
語
ら
し
い
も
の
が
な
い
の
で
、
文
末
詞
「
ナ
l
」
な
ど
で
、

乙

。，“。，“



や
わ
ら
か
い
印
象
を
出
し
て
い
る
。

三

節

主

部

主
語
・
主
題
の
表
示
を
形
成
し
て
い
る
助
詞
に
つ
い
て
述
べ
る
。

助
主
格
表
現
の
「
ガ
」
「
ノ
・
ン
」

O

パ
ス
ノ
キ
タ
ョ
。
（
パ
ス
が
来
た
よ
。
）

O

ア
タ
シ
ン
イ
ク
ケ
ン
。
（
私
が
行
く
か
ら
ね
。
）

o
ソ
ッ
ガ
ヨ
カ
。
（
そ
れ
が
良
い
。
）

0

コ
ッ
ガ
ア
マ
カ
。
（
乙
れ
が
甘
い
。
）

主
格
表
現
に
は
、
「
ノ
・
ン
」
「
ガ
」
を
使
用
す
る
。
但
し
、

「
ガ
」
の
方
は
、
特
別
に
指
示
す
る
場
合
や
他
と
比
較
し
て
言
う
場

合
に
聞
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
総
じ
て
、
代
名
詞
は
他
と
比
較
す
る

と
き
に
出
て
く
る
乙
と
が
多
い
か
ら
、
「
ガ
」
を
伴
う
乙
と
が
普
通

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
称
代
名
詞
の
場
合
は
別
で
、

O

ア
ッ
ガ
ワ
ッ
ヵ
。
（
あ
い
つ
が
悪
い
。
）

O

ア
ン
ニ
ゲ
ン
ノ
ヲ
ッ
カ
ヨ
。
（
あ
の
人
が
悪
い
よ
。
）

の
よ
う
に
、
同
じ
他
称
で
も
格
の
低
い
「
ア
ッ
」
に
は
「
ガ
ッ
」

が
付
き
、
格
の
高
い
「
ア
ン
ニ
ゲ
ン
」
に
は
「
ノ
」
が
接
続
し
て
い

る
。
乙
れ
は
、
「
ノ
」
と
「
ガ
」
の
尊
卑
の
区
別
の
名
残
り
ら
し
い

乙
と
が
、
上
村
孝
二
氏
に
よ
っ
て
い
わ
れ
て
い
る
。

ω助
調
「
ヲ
」
の
上
接
者
へ
の
熟
合

主
部
を
形
成
す
る
「
ワ
」
助
詞
が
、
上
接
者
に
熟
合
し
た
形
も
注

目
さ
れ
る
。

＠
コ
ラ
l

シ
ョ
ン
ナ
カ
ネ
l
。
（
こ
れ
は
、

え
。
）
＼
口

024『
恒
↓

2
2
H＼

＠
ア
ガ
ア
ド
コ
ン
ウ
ン
マ
レ
ヵ
。

し
ょ
う
が
な
い
ね

（
君
は
、
ど
乙
の
生
ま
れ

だ
い
。
）
＼

z
g
w－↓兵一
g＼

。
ミ
シ
ェ
ア
i
、
シ
メ
タ
ッ
カ
ナ
。

＼
富
二
o
g－
－
ψ

呂『

gH＼

＠
モ

l

シ
ケ
ン
ナ
、
ォ
ワ
ッ
タ
ッ
ヵ
。

の
か
。
）
＼
ご
甲
内

34『
伊
↓
ご

W
2
2＼

＠
キ
ヨ
｜
ン
シ
ュ
ク
ダ
イ
ヤ
ム
ン
カ
ヒ
カ
ネ
。
（
今
日
の
宿

題
は
な
ず
か
し
い
ね
。
）
＼

p
k
z
E
Z一
胆
↓
『
巳

2
2ニ
酔
＼

「
ヲ
」
助
調
の
含
ま
れ
た
と
き
の
変
化
は
」
様
で
な
い
。
但
し
、

＠
と
⑥
の
場
合
の
よ
う
に
、
上
接
す
る
の
が
ー
で
あ
る
色
き
ま
、
必

／

ー

パ

〆

t
jぃ
：

d

ず
ナ
行
連
声
を
起
乙
し
、
ま
た

i
て
あ
る
と
き
は
旬
は
ん
拘
と
な
る
乙

／

A

／
 

と
は
確
か
で
あ
る
c

四
節
修
飾
部

①
格
の
表
現

同
ゼ
ロ
表
現

場
所
や
帰
着
点
を
示
す
格
助
調
「
に
」
は
、
？
こ
か
ゼ
ロ
表
現

で
あ
る
。

O

ツ
ッ
ケ
ン
ウ
エ
オ
γ
。
（
机
の
上
に
置
く
。
）

O

オ
ッ
モ
ソ
ン
フ
ネ
ノ
セ
レ
。
（
私
も
そ
の
舟
に
乗
せ
て
よ
。
）

な
ど
の
よ
う
に
、
助
調
な
し
で
も
修
飾
部
と
な
り
え
て
い
て
、
む

し
ろ
そ
の
方
が
多
い
。

川
刊
動
作
の
目
的
を
示
す
「
ガ
」

動
作
の
目
的
を
示
す
助
詞
「
に
」
は
、
「
ガ
」
と
表
現

8
れ
る
。

O

ホ
ン
パ
カ
イ
ガ
イ
ァ
テ
ク
ッ
テ
。
（
本
を
買
い
に
行
っ
て

く
る
ね
。
）

②
接
続
表
現

（
店
は
閉
め
た
ん
で
す
か
。
）

（
も
う
試
験
は
終
っ
た
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乙
こ
で
は
、
順
接
条
件
の
「
の
で
・
か
ら
」
と
い
う
意
に
当
た
る

「
テ
・
テ
ン
・
テ
ン
カ
・
ケ
ン
・
ケ
ン
ガ
」
だ
け
を
紹
介
し
て
お
く

乙
と
に
す
る
。

O

ヤ
ジ
ラ
ヒ
カ
テ
ン
、
ソ
ッ
ツ
ァ
ン
イ
ケ
。
（
う
る
会
い
か
ら
、

そ
っ
ち
へ
行
け
。
）

右
の
例
に
は
「
テ
ン
」
を
入
れ
た
が
、
「
テ
・
テ
ン
・
テ
ン
カ
・

ケ
ン
・
ケ
ン
ガ
」
の
ど
れ
で
も
不
自
然
で
は
な
い
。
ど
れ
を
用
い
る

か
は
偶
発
的
だ
が
、
若
年
層
で
は
「
ケ
ン
・
ケ
ン
ガ
」
の
方
が
、
老

年
層
で
は
「
テ
・
テ
ン
・
テ
ン
カ
」
の
方
が
優
勢
で
あ
る
。

結
び

以
上
、
文
表
現
法
を
中
心
に
福
江
万
言
を
考
察
し
て
み
た
。
最
初

に
述
べ
た
よ
う
に
五
島
列
島
の
方
言
は
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
上
村
孝
二
氏
に
よ
っ
て
初
め
て
五
島
列
島
の
中
の
方
言
の
地
域

差
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
本
格
的
な
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。終
え
て
み
て
、
行
政
区
画
上
で
は
長
崎
県
だ
が
、
万
言
で
は
鹿
児

島
に
近
い
と
感
じ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
中
で
万
言
が
消
え
つ
つ
あ
る
乙
と
が
叫

ば
れ
て
い
る
今
、
早
急
に
「
生
」
の
会
話
の
記
録
が
望
ま
れ
る
。
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